
The Japan Society of Educational Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Soolety 　of 　Eduoatlonal 　Soolology

教育社会学研究第75集 （2004）

子 ども絵本 にお ける祖親性表現
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1 ．　 は じめ に

　子 ど も絵本 は 社会化 工
一ジ ェ ン トの ひ とつ で ある （Ansello　1978）。 本稿 は ， 祖親

性
ω

をめ ぐる イメージ構築 を担 う媒体 と し て の 子 ども絵本 （以下 ， 絵本 と記す） に

注 目し
，

そ こ に お い て
， 祖父母が どの よ うな人物 と して描 か れ て い る の か を探 り，

我々 の 社会 が 祖父母世代 に対 して付与 して い る イ メ ージの 特徴 を抽出す る こ とを試

み る もの で あ る 。 人 々 が 祖親性に 対 して も っ て い る見方 に研究 の 目を向 ける こ と は ，

「祖親 1生と は何か 」と い う問い を追究す る うえ で 不可欠な 作業で ある と同時 に ， 若 い

世代の た め の 祖父母 教育 ， 即 ち ， 加齢 ・高齢者教育プ ロ グラ ム を考 え る た め の 準備

作業 として 位 置づ け られ よ う
 

。
この場 合 ， 絵本 は 「文 学 作品」 あ るい は 「芸術作

品」 と して で は な く， 「祖親性に つ い て の テ ク ス ト」と し て と ら え られ る こ とに な

る。従 っ て
， 求 め られ る作業は ，

プ ロ ッ トや 表現 の 巧拙 ， 芸術性等の 質 を精査 す る

こ とで はな く， 祖父母 をめ ぐる様々 な枠組 み （身体的 条件 ， 物語 の 舞台 ， 役 回 りや

活動 内容 ， 孫 との 関係性） を取 り出し ， 検討す る こ とが 中心 とな る 。 高齢化が進行

す るなか ， 高齢者の 多 くが長期 に わた っ て祖父母 で あ る こ と を経験 す る こ と を考 え

るな らば ， 祖父母 イメ
ー ジに つ い て探 るこ とは ， 即 ち ， 高齢者が社会 に お い て どの

よ うに とらえ られ て い る の か ， そ の 高齢者像は ど こ まで 現実を反映 した もの で あ る

の か ， を検証 す る とい う意義を も併せ 持 つ もの と思わ れ る。

　 こ の よ うな問題意識に 基 づ い て ， 本稿で は ， 絵本の うち祖父母 が 主要なキ ャ ラ ク

ター と して 登場 す る作 品に お い て
， 彼 らが どの よ うに 描写 され て い るの か をみ て い
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くこ とに した い
。 以 下 ， 2 は先行研究の 整理 と本稿の 課題 ， 3は調査 方法 ， 4 は調

査 結果お よび考察， 5 は ま とめ と今後の 課題で あ る 。

2 ．　 先 行研 究 の 整理 と本稿の 課題

　先行研究 を探 る と ， 絵本研究 あ る い は祖親性研究 に お い て ， 社会 化 工 一ジ ェ ン ト

と し て の 絵本 に注 目す る視点か ら ， 絵本に お け る祖親性表現 を考察す る こ とを中心

テ
ー

マ に掲 げた もの は決 して 多 くはな い
。 そ こ で ， 本稿 に 関わ りが深 い と思わ れ る

分野へ も目配 りする こ と と し ， 絵本 を含 め た児童 文 学全 般 を対象 として い る もの ，

祖父母で は な く高齢者 を取 り上 げて い る研究 を も含 め て 広 くみ て い く。 以 下 ， 国内

外の 諸研究 の 流れ を み なが ら， そ こ に お い て 何が 明 らか に され ， 何が 課題 として 残

され て い るの か を整理 し ， そ れ らを踏 ま え て 本稿 の 課題 を述べ る こ とに す る 。

　まず， 当該研究 の先達で あるア メ リカ に お ける先行研 究をみ て み る と ， 初等教育

に 従事す る教師あ る い は学校司書に 向 けて の 実践 的な研 究が 圧倒的 に多い
。

こ れ は ，

高齢社会 の到来に よ っ て ， 加齢現象や 高齢者 と い う存在 を子 どもに どの よ うに教 え

るか ， とい う こ とが 教育現場 に お ける重要課題の ひ と つ と し て認識 され る ように な

っ た こ と に よ る 。 そ の 場合， 子 ど も向けの 本に あらわ れ る高齢者 の 多 くが祖父母の

地 位 に あ る こ とか ら ， 祖 父母 へ の 関心 も高 ま っ た と考 え られ る 。 そ こで 指摘 され て

い る 主 な問題 は 次の 2点 に整 理 され る 。 ひ とつ は ， 祖父母 像 の ス テ レ オ タ イプ化 （多

様性が な い こ と）， もうひ と つ は ， その ス テ レ オ タイ プが ネ ガテ ィ ブ イメ ージ （非健

康的 ， 受動 的 ， 無 気 力等） で あ る こ と， で あ る。

　従 っ て ， そ こか ら導 か れ る研究 の傾 向 として ， 祖父母 が ネガ テ ィ ブなス テ レ オ タ

イ プ と して 描写 され る こ と に よ り， 世代間関係に お い て 孫が 祖父 母 に 対 して マ イナ

スイ メ
ー ジ を抱 くこ とを懸念す る結論 に至 る もの が大 勢を占め る （Constant　 1977，

Ansello　1978
，
　Janelli　1993，　Crawford　1996．　McEIhoe　l999）。 基本 的に ， 「ス テ レ オ

タイ プ化が エ イ ジ ズ ム をもた らす」 （Ansello　1978）との 前提に立 つ もの で ある 。 例

え ば ， Janelli（1993）は ， 1966〜 1984年発行 の作品 と1985〜1990年発行の 作品 を比

較 し ， 多少 の 変化 は ある に せ よ ， 祖父母の 外観や ア ク テ ィ ビ テ ィの 内容は相変わ ら

ず ス テ レ オ タ イプで ある と述 べ る 。 多 くの 祖父母 は 白髪 で 眼鏡 をか け ， 祖母 は料理

や 孫の世話 を し ， 祖 父は 知識や歴史 を語 る の で あ る 。 また ， McElhoe （1999） は ，

自立的で プ ロ ダク テ ィ ブ な社会の
一

員 と して 祖父 母が描 か れ る こ とは ほ とん どな い

こ と， 健康で 活躍 す る祖父母世代が 忘れ られ て い る こ と ， 絵本作家 自身が社会化 さ

れ るプ ロ セ ス で ス テ レ オ タイ プ化 さ れ た祖父母 イメ
ー ジ を身 に つ けて し ま っ て い る
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で あ ろ う こ と等 を指摘す る 。 こ の 他 ， 祖父母 に ポジ テ ィ ブ なイメ
ー ジ を与 える作品

の 存 在 （Watson　 1981）や 近 年 に な っ て そ う し た 作 品 が 増 え っ つ あ る こ と

（Mavrogenes 　1982，　Beland ＆ Mills　2001） を指摘す る論考 もあ るが ， そ れ らは祖

父母が孫 に対 して もつ ポ ジテ ィ ブ な影響力 （自立 して生 き る姿勢 を示す ， 幸福 や人

生に つ い て 教 え る ， 孫の 理 解者 とな る等）に 注 目す る もの で あ り， 祖父母 の もつ 客

観的条件が ネ ガ テ ィ ブ なス テ レ オ タイ プ と して 描写 さ れる傾 向に あ る こ とを否定す

る もの で はな い
。 しか しなが ら ，

こ れ らの 指摘 は英米文化圏で 出版 され た作品 に関

す る もの で あ り， そ こで 得 られた 知見 を その ま まわ が国 に当て はめ る こ と はで きな

い o

　
一

方，
日本国内 に お け る研究蓄積 は極め て 乏 しい 。 わ ずか な 既存研究 をなが め て

み る と ， そ の 特徴 をなす と同時に研究の 深 化 を阻 んで い る と思わ れ るふ た つ の 点が

浮 か び上 が る 。 1点 目は ， 絵本 ・ 児童文学 を 「子 ど もの た め の 善 き もの 」 と して と

らえ よ う とす る傾 向が 強 く， 社会 化 工
一 ジ ェ ン トとして，意図す るせ ざる に 関わ り

な く様 々 な影響 を もち うる媒体で あ る との 認識が 不足 してい る こ とで ある 。 例 えば ，

追 田 ら （1998）や 美谷島 （2002）は ， 創作絵本に 描か れ る 「老人た ち 」 （祖父母含 む ）

を検討 し， 子 ど もに伝 え られ よ うとする老 人 ・ 老 い の イ メージ を考察す るが ， そ の

内容 は作品論 に と ど ま っ て い る 。

　 2点 目は ， 祖父母 と高齢者 との 混同が み られ る こ とで あ る。 アメ リカ の 研究 に お

い て も， 絵本や 児童文学に あ らわれ る祖父母 イ メー ジが現実 に 比較 して老 い す ぎて

い る こ とが 指摘 され て い るが ， 日本の 場合は ， 「お じい さん ・お ばあ さん」 とい う語

の 意味す る とこ ろが ， 場合 に よ っ て は 「お 祖父 さん ・お 祖母 さん 」で あ り，
また 場

合に よ っ て は 「お 爺 さ ん ・お 婆 さ ん 」で あ る た めに ， さ らに混 乱 が 深 ま っ て い る と

思 わ れ る
（3）

。 こ れ に つ い て は ．ヒ記 の 2研究の 他 ， 堀川 （2002）の 論考が あ げ られ よ

う 。 堀 川 は ， 絵 本や 児童文学 に お け る高齢者縁 の ス テ レ オ タ イ プ化を指摘す るが
，

高齢者 と祖父 母 とを区別 して い ない 。 高齢者 も祖父母 も
一

律高齢者 と い う括 りで扱

わ れ るの で は ， 厳密性 に 欠 け る と い わ ざるをえな い
。

　そ こで 本稿は ， 上 記 の 諸点 を踏 まえ ， 祖父母 の 地位に ある人々 を選 び出し ， 日本

で 出版された 絵本 （翻訳 も含 む ）に お い て祖父母像が どの よ うに描写 され てい るの

か を検討す る 。 具体的に は ，
ス テ レ オ タ イ プ化が み られ る とした らそれ は どの よ う

な もの か ， 祖父 と祖母の 描写 は どの よ うに異な るの か ， 外国作 品 と日本作品の 違い

は ど こ に ある か ， とい っ た点に つ い て
， 先行研究の 知見 を も とに 考察 して い くこ と

に な るだ ろ う 。
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3 ．　 方 法

3．1． 調 査対象

　 X 県の 人 口 180万人規模 の 大都市 に あ る市立 中央図書館 （2003年度蔵書約 55万点）

所蔵 の 絵本 を取 り上 げた 。 図書館 とは地域 に 広 く開か れ た 公共の 教育機関で あ るた

め ， そ の 所蔵絵本 に あらわ れ る祖父母像 は人 々 の祖親性 イ メ
ー ジ構築 に お い て 少 な

か らぬ 影響 を及 ぼ して い る と思わ れ るか らで ある 。

3．2． 資料の 選 出

　就学前後の 子 ど もを主な対象 とす る物語絵本の うち， 祖父 母が メ イ ン キ ャ ラ クタ

ー と して登場す る もの を選 出す る に際 して は ，
二 段階の 作業をお こ な っ た。 まずは

じ め に
， 先行研究 との比較対照 の た め 1980年以 降発行 の 作品 に 限定 した うえで ， 本

の タ イ トル 中に祖 父母 の呼称 （「お じい ちゃ ん」「お ばあ ち ゃ ん」「お じい さん」「お

ばあ さん」「じい ち ゃ ん」「ばあ ち ゃ ん」「じい さん」「ば あ さん」等）が含 まれ る も

の を ピ ッ ク ア ッ プ して リス トを作成 した 。事前の 調 査 に よ っ て ， 祖父母 世代が登 場

人 物 として 主要 な地 位を占め る場合 ， タ イ トル に祖父母 の 呼称が現れ る確率が極 め

て 高 い こ とが確認 され た た め ， この 方法 を採用 した 。 これ に よ っ て 選び 出され た作

品 は ， 1980−2003年出版の 約16000点の 絵本 の うち 222点で ある 。 次に ， こ の リス トに

従 っ て 現物 を以下 の 3点 に 関 して チ ェ ッ ク し ， 本調査の 対象 に該 当 しない と思われ

る作晶を除外 した 。

  擬人化 された物象が登 場 しな い こ と （擬人 化 され た動植物が登場す る もの を除外

する ）。

  realistic 　fictionで ある こ と （物語絵本 は創作絵本 と昔話絵本に 大別 され るが
，

こ

こ で は創作絵本 に 限定す る 。
つ ま り， 伝記， 神話 ， 伝説， 民 話， ある い は そ れ ら の

再話等 を除外す る）
｛4）

。

  祖父母 と孫 の関係性 に つ い て言及 され てい る こ と （高齢者 ・老人 とい う意味で の

み 「お じい さん」1お ばあさん」等の 語が使用 され て い る もの を除外す る）。

　 こ の
一

連 の 作業の 結果 ， 対象 と な る作品 は 71点 に まで しぼ られ た 。 1点 （外国作

品） を除い て は ， 祖 父母 い ずれか
一

方が 主要人物で あ る 。 上 記 の 1点 に つ い て は祖

父 と祖母それ ぞれ に つ い て検討す る 。 従 っ て ， 日本の 作品 39点 （祖父 17， 祖母22），

外国作品33点 （祖父20， 祖母 13）， 計72点 の祖 父母像 を取 り上 げる こ ととする 。
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3．3．　 調査項 屋

　調査項 H は 先行研究 を参照して 次の 4 項目と し
，

こ の 4 項 目に関す る描 写 （文章

お よ び絵）の 有無 を調べ た 。 主 な内容 を ま と めた もの が表 1〜 5 で ある。 表 1の 「健

康」， 表 2 ， 表 4 に つ い て は ， 該当す る事項が ひ と つ だけ選択 さ れ ， 表 1 の 「身体」

「服装等」， 表 3 ， 表 5 に つ い て は ， 該当す る事項が す べ て選択 され て い る 。

  外観…身体的特徴 ， 健康状態 ， 服装
・持 ち物 （表 1）

＠生活環境 …物語 が 展開さ れ る舞 台 ， 祖父母 の 同居家族 ， 祖父母 の 居住環境 （表 2 ）

  ア クテ ィ ビ テ ィ
… 口常生活 ， 生活態度 ， 社会的活動 （表 3 ）

  孫 と の 関係性…  の ア ク テ ィ ビテ ィ に み られ る祖父 母 と孫 との 関係性 （表 4 ， 表

5 ）

4 ． 結果 と考 察

　 こ こ で は， 上 で示 した項 目に よ る調査結果 を考察す る。

4．1， 外観

　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 表 1　 外観 人 （％）

祖母（n
＝35） 祖 父 （n ・37）

日本 （n
＝22）　 外国（n

−13）　 目本 （n ＝17）　 外国（1コ ・20）

身 体 白髪 （灰 色 も 含む ）

［束髪1
白髭

18（81．8）　　　　13（100．O）　　　　　16（94．1）

Ll2（54．5）］　　　匚6（　46．2）］
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 5（29．4）

20（10D．O）

10（　50．0）

健康　　　健康

　 　 　 　衰 え

　 　 　 　 死

］2（54．5）
4（182 ）

6（27．3）

6（46．2）
4（3  ．8）
3（23．1）

7（41．2）
7（41．2）
3（17．6）

7（35．O）
7（35．0）

6（30．O）

服 装等　　眼鏡 　　　　　　　　　　1  （45，5）

　 　 　 　＄口装　　　　　　　　　　　　　　　　　13（59，1）

　 　 　 　クラシ ッ クス タイル の 洋装　　　　　
一

　 　 　 　 ス テ ッ キ 　　　　　　　　2（9．1）

　 　 　 　 エ プ ロ ン ・割烹 着　　　 IZ（54．5）

3（23．1）

7（5S．8〕

1（ 7．7）
3（23．⊥）

5（29．4）
7（41．2）

3（17．6）
0〔0．0）

7（35．0）

9（45．0）

4（20．0）
1（ 5．O＞

　 ＊ 凍 髪］： 白髪 な お か つ 束髪

　 　 和装 ：和 服 ， 足 袋，もんぺ ，股 引，ス テ テ コ ，下駄等

　 　 クラ シ ッ ク ス タ イ ル の洋 装 ： ロ ン グ ワ ン ピ ース，造花 の つ い た 帽子 ，
三 つ 揃 い ス ーツ

， 蝶ネ ク タ

　 　 　イ ，
ペ ス ト， サ ス ペ ン ダー，山高帽等

　は じめ に祖 父母の 外観 的特徴 をみ る と ， 彼 らに は そ れ と判断 され う る風貌 が 与 え

られ て い る こ とが わ か る （表 1）。 まず ， 目本 ・外国の 作品 を問わず ， 祖父母の 大部

分 は 白髪 で描 か れ る 。
こ れ が 祖父母 をあ らわ す非常 に 明解 な ビ ジ ュ ア ル で あ り， 孫

の両親 との 差別化 をはか る た めの 記 号 と し て極 め て 有効 と考 え られ て い るか らで あ

ろ う。 祖母 の場合 は 白髪の 束髪 ， 祖父 の 場合 は 自髪 に加 え て 白 い 凵髭や顎 髭をた く

9
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わ えた姿 と して描写 さ れ る こ と も多い 。 さ らに は， 丸 くな っ た背中 ， 額や 冂元 の し

わ ， ふ くよ か な ， ある い は 痩せ 細 っ た体 つ き等様々 な描写が み られ るが ，
い ずれ も

「老 い た」イ メ
ージが 強調 さ れ て い る と い っ て よ い だ ろ う。 こ の 老 い の イ メー ジは ，

彼 らの 多 くが何 らか の 衰 えや 衰 え に 関わ る困難 を抱 えて い る こ とで さ らに強め られ

る 。 具体的 に は ， 目や 脚 の 衰 え ， 入 れ歯 ， 病気 の進 行 ， 怪我 ， 無気力 ， 脳卒中 と リ

ハ ビ リ， 歩行困難 ， 盲目と い っ た もので あ る 。 その 衰 えは ， 時に は死 を ， ある い は ，

死 を予期 さ せ るほ どの 深刻 な状態 を祖父母 に もた ら して い る 。 老人性痴呆を患 う祖

父母 も 4作 品にお い て登場 す る。

　老人 と して の 身体 を与 え られ た祖父母 に は ， また ， 老 人 を思わせ る古め か し い 装

い が与 えら れ る 。 特徴的 な もの として は ， まず， 眼鏡 （丸眼鏡）が あ る 。 そ の 他 ，

日本 の 作品で あれ ば， 和装の 多さが 目を引 く。 この 数字 は現 実に比 べ れ ば極 めて高

い と い え る 。 野 良着以 外の 祖母 の 活動的 なス タイ ル は皆無で あ る 。

一
方， 外国作品

で もク ラ シ ッ クな装い が お よそ半数 を 占め る 。
パ イ プ も祖父の 指標 の ひ とつ で ある。

4．2， 生活 環 境

表 2　 物語の 舞台 人 （％）

祖母（n 三35） 祖父 （n
−37）

日本（n ・22）　 外国（n −13〕　 H 本 （n　［：17）　 外国 （n ・20＞

祖 父 母 宅

［独居］

孫 宅

同 居宅

病 院 他

そ の 他

4 （18．2）

［3 （13．6）］
4 （18．2）
12　〔54．5）
0　（0．  ）
2　（9．1）

6 （46．2）

［2　（15．4）］
3 （23．1）
3 （23．1）
1　（7．7）
0　（0． ）

6 （35．3）

「2　（］1、8）］
0　 （  ，1））
8 （47 ，1）
0　 （0． ）
3 （17．6）

11　（55，0）

［5 （25．0）］
3 （15，0）

4 （20．0＞

0　 （0，  ）

2 （10．0）

　 ＊ 独居 ：祖父母宅 な お か つ 独居宅で ある こ とが 明示 され て い る もの

　 　 そ の 他 ：散歩中，旅行中

　で は ， 祖父母 に は い か な る生活環 境が 用意 され て い る の だ ろ うか （表 2）。 日本 の

作晶 に お い て は孫
一一

家 との 同居 が 半数前後 を占める 。 祖父 母宅 が 舞台 となる比率が

祖父 と祖母 とで 異 な るの は， 配偶 者が健在の 間 は夫婦 で 暮 らし ， 配偶者亡 き後 に孫

一
家 と同居す ると い う設定が 多い か らで あろ う。 孫

一家 と同居す る の が祖母 に お い

て 多 い の は ，

一
般 に 祖母 の 方が 長命で あ るか ら と思 われ る 。

一方 ， 外国作品で は
，

原則 と し て祖父母 と孫
一一

家 と は別 居で あ る 。 従 っ て ， 祖父母宅 を舞台 とす る作品が

お よ そ半数 を占め ， 孫が 夏休み に祖父母の 家に長期滞在す る ， ある い は ， 祖父母 が

孫
一

家 を訪問す る こ と等で 孫 との 接触 が確保 され る 。 同居が選択 さ れ る の は ， 重篤

な病気で あるか ， あ るい は ， 最晩年 を迎 えて 身辺の 自立が不可能 に な っ た場合で あ

ノσ
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る Q

　別居す る祖父母 は ， 口本 ・外国 を問わず ， 概 して
， 田舎の 古 い

一一
軒家 で ， 古めか

しい 家具調度 に 囲 まれ て 暮 らす もの とされ て い る。例 えば， 日本 の 作品な らば ， 土

蔵の あ る古い 日本家屋 ， 縁側 ， 囲炉裏 ， 蚊帳 ， 火鉢 とい っ た もの が 描か れ ， 外国 の

作品 な らば， 古 い 白転車や 手押 し車 ， ドラ イフ ラ ワ ーの 香 り，
ロ ッ キ ン グチ ェ ア ，

大 きな壁 時計が 配 さ れ る 。 祖父母の 家 は 「去年 とお ん な じ」で
， 「な つ か し い に お い 」

が して ， 「な に もか もその ま ま」で あ り， 孫 は そ の こ とに 「ほ っ と」 す る の で ある

（A）。 そ こ か らわか るの は， 「不変で ある こ と」が祖父母の 大 きな魅力 と され て い る

こ と で あ る 。 従 っ て ， 祖父母が 住む （ある い は か つ て 住ん で い た） 田舎町，昔 なが

らの 商店街 ， 小 さな港町 ， 山奥の 村 ， 海辺 の 家 は ， 孫た ち が暮 らす町 に比 して ， 静

か で の ん び り， 人 情 に も篤 く， 住み 心地 の よ い 場所 と して 描か れ る こ と に な る 。

’

4．3．　ア ク テ ィ ビテ ィ

表 3　 ア クテ ィ ビ テ ィ 人 （％）

祖母（n ＝35） 祖 父 （n 弓 7）

日本 （n ・22）　 外国（11
−13）　 日本（n

−17）　 外国 （n ・20）

家 事

畑 ・園芸

仕事 （現役）

仕事 （リタ イ ア〜セ ミ リタ イア）

仕事 （リ タイア ）

趣 味

編 み 物

社交

孫 の 世話

孫 と楽 しむ

孫に 話す

孫に 教える

12（？
「 4．5）

6（27．3）
2 （9，DD

（0．  ）
0 （0．O）

2（9．1）
7（31．8）

2 （9．1）
17（77，3）
6（27．3）
7（31．8）
3（13．6）

7（53．8）
1 （7．？）
o （o．o）
0 ω．  ）
o ω．o）
2（15．4）
2（15．4）
3（23．1）
9（69，2）
3（23．1）
9（69．2）
2（15．4）

  （o，O）
1 （5．9）
2（11，8）
7（412 ）

1 （5．9）
1 （5．9）
0 （0．ω

3（17．6）
1 （5．9）
9（52．9）
6（35，3）
5（29．4）

2（1D． ）
8（40．0）
2（10．0）

o （o．Q）
3（15．0）
0 （0．0）
  （G，0）
0 （0．ω
5（25．0）
15（75．0）
15（75．0）
8（40 ．〔［）

　 ＊ 趣味 ：祖父母の 習慣ある い は楽 しみ と して の 読書 ，
カ ードゲー

ム ，将棋等

　 　孫 に 教 え る ： 自転 車，泳 ぎ ， 釣 り，星 の 見 方，動物 の 世話，畑の 作 り方 等

　次に ， 祖父母 の 口常の ア ク テ ィ ビ テ ィ を具体的 に み てみ よ う（衰 3 ）。 基本的に 祖

父母 は 「リタ イア した （ある い は リタ イア に近 い ）存在」 と して 描か れ る 。 彼 らの

生活世界 は決 して 大 きい もの で は な く， 地 理 的 に も人 間関係 にお い て も ， 家 の 中や

家の 周辺以上 の 拡が りを もつ こ とは少 ない
。 自ら車を運転 して 出歩 く場面 もみ られ

な い
。

　 こ こ で 指摘 す べ き点 は 2 点 ある 。 1点 目は ， 祖 父 と祖母 の 相違 で あ る 。 例 え ば ，

祖父 に つ い て い え ば ， 職業 に 関わ る記述 が祖母 に比 べ て はるか に 多 い
。

こ れ は ， 仕

〃
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事が 生涯 を通 じて 祖父 の ア イ デ ン テ ィテ ィ を な す重要 な拠 り どこ ろで あ り続 け る こ

とを示 す と思わ れ る 。 ゆ え に ， リタ イア した祖父 は
， 現役 当時の 活躍ぶ りを孫に語

る こ とで それ を確認す る他 は ， 総 じて孤独で 元気が な い 存在 として描かれ る こ とが

多い
。 例えば ， ある 外国船の 元船長 は ， 日課で あ る散歩に 出か け られ ない ほ どの 虚

しさ に お そわ れ て い る （B）。
こ れ は ， 祖母が 自分 の 居場所 を もち ， 「今」を生 きて い

るの とは対照 的で あ る 。 祖母 は 日常生活 に お い て 家事全般 を と りしきる主婦 として

描か れ ， 孫の 世話 も一
手 に 引 き受 けて い る 。 「エ プ ロ ン ・割烹着」が こ の性別役割分

業 を端的 に示 して い る とい えるだ ろ う（表 1）。 祖父の エ プ ロ ン 姿が 描か れ て い るの

は 1作品 の み で ある 。 祖父 に は ， 専 ら，孫 と外遊 びをす る ， 孫に もの を教 える とい

っ た ア ク テ ィ ビ テ ィが割 り振 られ る 。

　 2 点 目は ， 日本 の 祖父母 と外国の 祖父 母の 相違で あ る 。
こ れ に つ い て はふ た つ あ

げ られ よ う 。 ひ とつ は ， 日本 の 作品 に お い て は外国作品以 上 に性別役割分業的描写

が 多い こ とで ある 。 料理 や 掃除 ， 孫 の 世話 に加 え ， 庭先 で 野菜 を育て る こ と ， 編み

物や針仕事 をす る こ とが 祖母 の 重要 な役回 りと して描か れ る 。 この こ と は ， 口本の

祖母が 愛情深い 優秀 な主婦で あ る こ と （あ らね ば な らな い こ と） を物語 る
 

。 彼女

た ちのお よそ半数が エ プ ロ ン また は割烹着 をつ けた姿で 描か れ る こ とが それ を裏付

け る （表 1）。 日本の 祖母の 場合， 編み 物は家事で もあるが ， 趣味で もあ り， 時に は

近 隣か らの 頼 まれ 仕事で もあ る 。 祖母 ， ある い は 祖母の 生 活空間 を描い た絵 の な か

に
， しば しば， 「毛 糸と編 み 針」が 印象的 に配 さ れ て い る点 に 注 目 したい

。

一
方 ， 祖

父 に つ い て み る と ， 日本 の 祖父の 描写 に お い て は ， 職業に 関わ る記述 が な されて い

る もの が 外 国作品 よ り多い こ とに 気づ く。 現役 お よび セ ミ リタ イア の祖父 は すべ て

家業 （指物師 ， 農家 ， 畳屋 ， 漁師 ，
パ ン屋 ， 豆 腐屋 ， 竹屋 ） を もち， 仕事はず っ と

変わ らず彼の 傍 らに ある もの と さ れて い る。 そ して ， 細々 とで は あ っ て も仕事に 関

わ り続 け る こ とが祖父 の 生 き が い と な っ て い る 。 外国作品 で は，完全 に 仕 事か ら離

れ ， 田舎暮 ら しを しなが ら動物 を飼 い
， 園芸 を楽 しむ 生活 が 描 か れ る こ とが 多い の

とは対照的で ある 。 日本の 場合 は ， 先述の よ うに 畑 や 園芸 も家 事の 範疇 とさ れ ， 即

ち祖母 の 領分 として 描か れ ， 祖父 は大工 仕事や ペ ン キ塗 り とい っ た家の 外回 りの 仕

事 もして い な い
。 祖父が 家庭で 果た す べ き役割 は ほ とん ど用意 されて い ない の で あ

る 。
こ の よ うに ， 日本の 作品 にお ける祖父母 は， 外 国作品 に増 して ， 「男性 は 仕事 ，

女性 は家事」 とい う性別分業体制 に則 っ て配置 され て い る と い える 。

　 もうひ と つ は ， 孫 との 対話 の量 お よび内容が 日本の作品 と外 国の作 品 とで は異 な

る こ とで ある 。 外国の 作品 に頻 出す る祖父母の ア クテ ィ ビ テ ィ と して 「孫 に話 す」
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が あるが ， そ こ で は ， 「死 」 も口常会話の なか で 語ら れ る ． 「年金生 活 者の つ ぎに は

何 に な る の ？．1「そ うさ な あ，
お しま い

…
っ て こ と か な 」「お しま い っ て ？」「死 ぬ と

い う こ と さ」（E）， 「お ばあちゃ ん ， もうじ き死 ん じゃ うの ？」「た ぶ ん ， もうす ぐね」

（F）と い っ た や りと りが あ る 。 しか しなが ら ， 日本の 作品で は ， こ う した場 面 は非

常 に 少な い
。 対話の 量 が そ も そ も少 な い う え に

， 「死 」 「人 生」「時間」とい っ た抽 象

的な トピ ッ ク に つ い て の 対話 は ほ と ん どな され な い 。 外 国作品に お ける祖父 母 と孫

は対話 を深め る こ とで その 結びつ き を強 め て い くの に 対 し て
， 日本の 作品 に お け る

世代 間 の 親密性 は ， 言葉で はな く， 口常的な接触 の なか で 「感 じ取 られ る もの 」 と

して 情緒的に構築 され る。外 国作 品の な か に は ， 生 活 の細部 は描 か れ ず ， 祖 父母 と

孫 と の 濃密な時間 ， 語 り合 う時間だけが切 り取 られ た 形の 作品
 

が あ るが ， 日本の

作品 に そ の よ う なタ イプ の もの は み あた らなか っ た 。

4．4． 孫 との 関係性

　最後に孫 と の 関係性 をみ て み よ う 。 基本的 に ， 絵本 に み え る祖 父母 と孫 と の 関係

性は良好で あ る
（7）

。 祖父母 との 永 遠の 別れ （ある い は そ の 予感）が 描か れ て い る も

の も多い が ， 孫 は祖 父母 との 交流お よびその 死 をめ ぐる経験か ら最終的 に は豊か な

もの を獲得 して い る 。
Beland ら （2001）の 指摘す る よ うに ， 祖父母が孫 に とっ て の

貴重な ロ ール モ デル で あ り， また ， 愛情 ・寛容 ・喜び ・平和
・信 頼等の精神を育 て

る こ とを教 え る 存在で ある 点は 疑い ない 。 そ の 意味 に お い て ， 祖 父母 は ポ ジテ ィ ブ

な意義 を もつ 人 物 と し て描か れ て い る と い える 。 これ は ， 作家た ちが
， 「お そ ら く自

分 自身の 子 ど も時代 を再演 し ， 理 想化 し ， 修復 した い とい う動機か ら
， 子 ど もの た

めの 文学 を書 く」 （Hunt 訳書　2001＞か らで あろ う。

　　　　　　　　　　　　　　 表 4　 続柄　　　　　　　　　　　　　　　人（％）

祖母 （n　・3J「） 祖父 （11 −37）

日本（n 　＝2．2）　 外国（n
＝13）　 N 本〔n ＝17）　 外国（n −20）

祖母 と孫娘

祖母 と孫息子

祖 父 と孫 娘

祖 父 と 孫息子

15（68．2）
7（31．8）

1  （76．9＞
3（23．1）

4（23．5）
13（76，5）

8〔40，0）
12（60．  〉

　で は ， その 親密 な関係性 に ス テ レ オ タイプ化 は み られ るの だ ろ うか 。既 に 4．3，に

お い て 指摘 さ れ た よ うに ， 祖母 に は孫 の 援助者 と して の 役割が ， 祖父 に は主 に遊 び

仲間や教師と して の 役 目が 与 え られ て い る 。 これ を ， 祖 父母 と孫の 性別組み 合わせ

（表 4 ）別 に み る と ど うだ ろ うか 俵 5 ）。 それ に よ る と ， 絵本に あ らわ れ る祖父母
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表 5　 孫 と の 関係性 人 （％ ｝

祖母 （n ・35） 祖父（n ＝37）

R 本 （n ＝22） 外国 （n 司 3） 日本（n
−17） 外国 （n ＝20）

孫娘（n ・15）孫息子（n −7）孫娘（n 　・10）孫息子 （n ＝3）孫娘（n
−4）孫息子（n ＝13）孫娘（n −8）孫息子価12）

孫 の 世話　 13（86．7）　 4（57．1） 6（60．e）　 3（100，0） 0 （O．0）　 工 （7．7） 1（12．5）　 4（33．3）
孫 と楽 しむ 　6 （40．0）　 0 （0．0）　3（30．O）
孫 φこ話

一
章
一
　　　5 （33，3）　　　2（28．6）　　8（8  ．0）

孫 に 教 え る　2 （13．3）　　 1（14．3）　2（20．0）

0　　（O．0）　　1（25．0）　　　8（6ユ．5）　　7（87．5）　　　8（66．7）
1　（33．3）　2（50．0）　　 4（30．8）　4（5 ．D＞　　ll（91．7）
  （  ．O） 1（25，0） 　4（30．8） 4（50．O） 　4（33，3）

＊ 表 3 の うち孫 と の 関係性 に 関わ る後半 4項目を，祖 父母 と孫の 性別組 み 合わ せ 毎 に 整理 した。

と孫の組 み合わせ に お い て は ， 同性同士 （祖母 ・孫娘 ， 祖父 ・孫息子 ）が 6〜 7割

以上 を 占め て お り，
そ の 関係性 は異性 同士 の組 み 合わ せ に 比 して豊か な内容 を もつ

傾向に ある 。 祖母 と孫 娘の 親密性 は ， 羽根枕 を つ くる
， 看病をす る ， 畑で 野菜 を と

る ， 買い 物 に 行 く等 ， 家事 に 共に 関わ る こ とで ， あるい は
， そ の 合間の くつ ろ い だ

時間に 昔話や人 生 に つ い て の話が 交わ さ れ る こ と で 紡が れ る。 それ に対 して ， 祖父

と孫息子 の 親密性は ， 海や公園を散歩す る
，

カ ウボーイ ご っ こ や 家出 ご っ こ をす る ，

自転車 ・逆上が り ・泳 ぎ を練習す る等 ， ア ウ トドアで の遊 び ， 必要な技術 の 伝授 と

い う内容を中心 に構成さ れ る 。 日本の 作品 と外 国の作 品の 違 い として は ， 4．3，で も

述べ た通 り ， 世代 間の対話が 目本の 作品 に お い て は少な い こ とが あげられ る 。

　 こ の よ うに ， 祖 父母 と孫の 交流内容 をみ る と， 祖父 ・ 祖母 あ る い は 日本 の作 品 ・

外国の 作品毎 に異 な る傾向 を もつ とはい え， そ こ に は 共通点 も存在 する 。 その 共通
『

点 とは ， 祖父母が 「孫 に 具体的な何か を与える 存在 ， 孫の 入生 をサ ポ ー トす る存在」

で あ る こ とで ある 。 祖父母 は孫の ため に役立 つ こ とを喜 び とし ， 孫 は それ に対 して

感謝の 念を もつ
。 弱 っ た祖父母 を支 えたい と孫が願 い

， 熱心に 看病 を し， 車椅子 を

押 し ， リハ ビ リを助 け る の は
，

そ の 恩 に 報い る た め で あ り ， 労 りの 気持 ちか らで あ

る 。 もち ろ ん ， 生涯現役 と し て の 貌 を もつ 祖 父母 も描か れ る 。 こち ら は 「ひ と りの

人 間 と して の 現在 の 生 き方が 孫 に影 響 を与 える 存在」 と い う こ とが で きる 。 孫の世

話 を した り， 知 恵 を授 けた りしな が ら， 自分 自身の 人生 を生 き る こ とへ の 主体的な

意志 を抱 き ， 何 か に 取 り組 も う とす る積極性 を もつ 姿が 描か れ る。孫に と っ て は ，

自分 だ けを みて くれ る， 自分の こ とだ け を考 え て くれ る人 間で はな く，

一
個 の 独立

した人格 と して の 姿を見た り感 じた りさ せ られ る存在 とい えよ う。 例 えば， 料理 を

つ くり花 を飾 っ て孫 たち を迎 える こ とを何 よ りの 楽 しみ とす る
一

方で ， 油絵を始 め ，

その精力的な取 り組み よ う と絵 の 出来映 えが皆 を驚 か せ る祖母 （ID や ，

一
度 は 引退

した 家業に 再び取 り組 もう とす る祖父 （1）が それ で あ り， 孫 は ， 彼 らの行動力 ・積
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極性 ・意志 の 強 さ に対 し て驚 き と尊敬 を抱 くの で あ る
。

しか し
，

こ の よ うな祖父 母

の
一

面が描 か れ た作品 は僅少で あ り （5作品 ）， 孫 との 関係性 は 「サ ポー
トす る祖父

母 と感謝 し労 る孫」 と い う形 に 圧倒的 に偏 っ た もの とな っ て い る 。

4 ．5 ．　 ま とめ

　以 上 の 諸点 は次の 2 点 に集約 さ れ よ う 。

　 1点 目は ， 日本 に お い て も祖父母像の ス テ レ オ タ イプ化 が み られ る こ とで ある 。

そ こ にお い て は ， 「祖父母 イ コ
ー

ル 高齢者」 とい う構図 と， 「高齢者 と して の祖父母

の ス テ レ オ タイ プ化」 を見い だす こ とが で き る 。 即 ち ， 祖父 母の 外観， 日々 の 活動

内容 ， 孫 との 関係性 をみ るか ぎ り， 1人生の メ イ ン ス トリーム を生 き て い る」（McE1 −

hoe　1999，　p．255）存在 と は思わ れ な い もの で あ っ た 。 祖父母 は ， 死 ， 病 ， 喪失 ， 絆

を語 るた め に 登場 させ られ る こ とが 多 く， それ ゆ えに ， 様々 な衰 えを伴う者 と して

表現 され る 。 例 えば ， 杲 けの 症状が 現れ亡 くな っ た祖母 は ， 孫の 父 に よ っ て 「に ん

げん は年を と っ て 死ぬ と き も， あか ち ゃ ん に な る ん だ よ 。 ま っ 白な こ こ ろで 天 国 に

い くんだ 」と語 られ る （J）。 また ， 祖父母 の服装や 居住す る家 ・環境が昔 懐か しい

雰囲気で 描か れ るの も， 彼 らに よ っ て古 きよ き時代 へ の ノ ス タ ル ジー を表現す るた

め と思われ る 。 その ノ ス タル ジーの 世界 とは確 固た る性別役割分 業の tft界で あ り，

原則 と して ， 祖母 は表 出的 役割 を ， 祖父 は手段 的役割 を担 っ て い る 。
こ れ らの諸点

は先行研 究 にお け る知見 と矛盾 しない 。

　 2 点 目は ， 日本の 作品に お ける祖親性表現の 特徴で あ る 。 外 国作品 と比 べ る と，

孫
一

家 との 同居 の多 さ とそれ に 由来す るア ク テ ィ ビテ ィ や メ ン タ リテ ィ の違 い が あ

る こ と ， 性別役割分業 の構造が よ り強固で あ る こ とが 確認 さ れ た 。 即 ち ， 日本の 祖

父母 の場合 は ， 同居の 有無に か か わ らず心理的に は孫
一

家 の
一

員 で あ るほ どに その

情緒的結び つ きは 強 い もの と して 描か れ ， 精神的 な 自立 が確立 された人 物 として は

描写 さ れ な い 傾 向が強 い
。 そ の 背景 に は， その よ うな存在 こ そが愛す べ き祖父母 ，

即 ち， 愛す べ き老人で ある との 認識が うか が われ る 。 全般 的に ， 外国作 品 は ， 配 偶

者 を失 っ た 孤独 や 「老 い 」 その もの が もた らす孤独 を抱 え な が ら生 き ざ る を えな い

現 実の 厳 し さ を感 じ さ せ る もの で あ り， そ こ か らは ， 孫 ・子 が そ の 辛 さ や 哀 しみ を

簡単に 癒す こ とな どで きない こ とが伝え られ る 。 例 えば
， ある作品 に は ， 祖父 が亡

き祖母 を思い 出して 泣 く場面 が あ る （K ）。 孫が 「な い て るお じい ち ゃ ん なん て だ い

き ら い だ 1 と言 うの に対 して ， 母親 は 「お となだ っ てか な しい こ とが ある の よ」 と

答 え ， 孫 は ， そ こ で 初 め て ， 祖父 の 深 い 哀 しみ に ふ れ る の で あ る 。 しか し ， 口本の
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作 品 で は， そ う した孤 独 が正面 か ら描か れ る こ とは 多 くは な い
。 そ れ は なぜ か 。 配

偶者 の 不在や老 い の 喪失感は ． 孫や子 ど もとの 結 び つ き に よ っ て容易 に代替 され う

る もの とされ ， 血縁 が保 障す る親密性 あ る い は生 活 に根 ざ した
一

体性 と して の 孫 と

の 関係性が ， 祖父母 に と っ て何 よ りの 支 え と な る こ とが 当然視 さ れ て きた か ら と考

え られ る
（8）

。

5 ．　 おわ りに

　三 世代同居の 減少に よ っ て孫 が祖父母 と 口常的に接触 す る機会が減 るなかで ， 祖

親性イ メージ形 成に お け る各種 メ デ ィ ア の 社会化工 一ジ ェ ン トと して の 役割 は大 き

くな りつ つ あ る 。 幼 い 子 ど もが ふ れ る書物 と し て ， 絵本 の及 ぼ す影響力 もこ れ まで

以上 に 大 きな もの に な っ て い くこ とが 予想 され る 。 Hittleman ら （1996，
　 p．／5）は ，

祖 父母 と孫 との 交流 を描 い た作 品に よ っ て ， 子 ど もは ，自らの roots を獲 得す るだ け

で はな く， wings を手 に入れ な けれ ばな ら ない と述 べ る。 即 ち ， 連綿 と続 く世代 の

つ なが りの 中で 自分 が生 き て い る こ と を知 る こ とで ， 生 きる上 で の 心 の 拠 りど こ ろ

を得 る だ けで は な く， 新 しい 世界 へ 飛 び出す 契機 ， あ るい は ， その た めの力 を得な

けれ ばな らない と主張す る 。 本研究 で見出 され た ス テ レ オ タイ プ化 され た祖父母 の

あ りよ うが こ れ らを与 え うる もの で あ る とい え るだ ろ うか 。 否で あ る 。 と い うの も ，

先 に も指摘 され て い る よ うに， ス テ レ オ タ イ プ化 は現実の祖父母へ の否定的 ・差別

的な見方や 態度 を もた らす こ とに つ なが るか らで あ る 。 で は ， この 現状 に対 して我々

は ど の よ うに対応 す べ きだ ろ うか 。 さ しあた り 2 点指摘す る こ とが で き る だ ろ う。

　 まずひ と つ は ， 絵本の 作 り手 に 関す る問題 で あ る 。 McElhoe （1999，　p．256）の い

うよ うに ， 絵本の作 り手が
‘

stock 　characters
’

に頼 っ て祖父母 を描 き続 け る こ と に

つ い て は再考 され る必要が あるの で はな い だ ろ うか 。 絵本 が「文学作品」「芸術作品」

で ある こ とが 考慮 さ れ る と して も ， 少 な くと も realistic 　fictionに お い て は
， 登場人

物の 魅力や ス トー リー
の 面 白さだ けで は な く， そ の 社会 的な影響力が 自覚 さ れね ば

な らない と考 え る 。 特に 日本の 作家 に つ い て は そ うい え るだ ろ う 。 今後 は， 祖親性

表現 の多様性 を実現 させ る こ とに ， よ り
一一

層関心 が寄せ られ るべ きで あ る。 例えば，

中年世代 や健 康で 元 気 な祖 父母 に つ い て ， あ る い は ， 祖 父母 の社 会 との 関わ り （就

労 ・交友）や生 涯発達の 側面に っ い て ， さ らに は ， 孫 と の 対等 な個対個 と して の 交

流や 異性孫 との 交流等様々 な世代 間関係 に つ い て ， 積極的に 取 り上 げられ るこ とが

望 まれ る
〔9〕

。 もち ろ ん ， 高齢化が様々 な衰 えや喪失感 を もた らす こ とが 必然で あ る

以 上 ， 祖父 母 を取 り巻 く現実は正 確 に伝 え られ な けれ ばな らない と考え る
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なの は ， 個々 の状況 に応 じて 精神の 自立 や 個人 の 尊厳が どれ ほ ど確保 され よ う とし

て い る か ， に注 目 して い くこ とで あ ろ う。 それ らの 要請 に応 え るた めに は ， 文学的

魅力 と社会の 現実 をバ ラ ン ス よ くど う両立 させ て い くか ， 絵本 の 評価 に お い て その

社会的影響 へ の 配慮が ど の 程度 まで 重 視され る べ きなの か ， と い う問い に つ い て さ

らに議論が重ね られ な けれ ばな らな い
（II）

。

　 もう 1点 は ， 絵本の 利用者の側 の 問題 で あ る 。 人々 が多様な関係性 として の 祖親

性 を現実 の もの と して い くため に は ， 祖父母 自身の た め の 教育 も さる こ となが ら
，

若 い 世代 の た め の教 育 （世代 間関係 ， 加齢 ， 高齢者 に つ い ての 教育） も必要で あ る 。

先行研究 に お い て は ， 子 ど もに 祖父 母世代 へ の 否定的 ・差別的態度を もたせ な い よ

うに する た め の 対策 ， 即 ち ， 教師等が ふ さ わ し い 図書 を選択 し ，
エ イ ジズム や エ ル

ダ リ ー ジ ェ ン ダー  
を正 し く認識 させ る た め の 教 育 プ ロ グ ラム を実施 す る こ と

が 提 案 さ れ て き た （Seefeldt　et　al．1978，
　Cox 　1994

，
　Hittleman ＆ Hittleman

1996）〔13）
。 絵本の利用者は， 上記 の よ うな研究成果 を活用す る とと もに ， こ うした プ

ロ グラム をさ らに充実 させ て い く必要が あろ う。 図書館 に お い て も ， 所蔵本の 選定 ・

収 集や 各種 プ ロ グラム の 企画運営等 の プ ロ セ ス に お い て ，
こ の 問題 へ の 関心 が 深め

られ る こ とが期待され る 。

　現実の 世界 にお い て祖 父母が置か れ て い る状況 は ます ます変わ っ て い くだ ろ う。

少子 高齢化は祖父母世代 に 自立 して 生 き る こ と を求 め ， また ， 離婚 ・再婚 の 増加 は

ス テ ッ プ グラ ン ドペ ア レ ン トと ス テ ッ プ グラ ン ドチル ドレ ン とい う新 し い 関係性を

生 み 出 して い く。 そ うし た変化 に 注 目しなが ら， 絵本 の なか の 祖父母像が どの よ う

に 変容 して い くの か を把握 す る こ と
， 絵本の な か の 祖父母像 の 変化 と子 ど もが 抱 く

祖父母 像の 変化 との連関 を検証す る こ と， そ して ， 教育が そ こ に どの よ うに 関わ っ

て い くこ とが で き る の か を考 え る こ とが 今後 の 課題 で ある 。

〈注 〉

（1＞ 祖親性 （grandparenthood ）とい う語は ， 基本的 に は ， 「祖 父母 に な る こ と ， 祖

　父母 で あ る こ と
， 祖父母 と して ふ るま うこ と」の 意で あ り， 祖父母 とい う地位 に

　関す るす べ て ， 祖父母が 取 り結ぶ それ ぞれ の 関係性 をあ らわ す 。 こ の 語 がわ が 国

　の家族社会学分野 に お い て きか れ る よ うに な っ たの は ， 1980年代後半以 降の こ と

　で あ り ，
こ れ を独立 テ ー マ とす る研究は まだ決 して 多 い とは い えな い

。 しか し ，

　近 年 ， 家族の 多様化 ・個人 化 ・私事化 に よ っ て新 しい 世代間の 結び つ きが 生み 出

　され て きた こ とや ， 長寿化が 家族 周期 の 変化 と世代間関係 の 長期化 を もた らした
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　こ とに よ り， 祖父母 とい う地位や 祖父母が取 り結ぶ 関係性 へ の 関心が急速 に高ま

　 っ て きて い る 。

  　世代間関係の 良否 に 関す る研究の動向や三世代 関係の た めの学習 プ ロ グラ ム に

　っ い て は ， 牧野 カ ツ コ 1994， 「三 世代関係の 良否を と らえ る」『家族関係学』13，

　 51−61頁 を参照 。

（3） 祖 父母 と老人 の 同
一視に つ い て は安藤 の指摘 （1989）に示 唆 を受 けた 。

  　た だ し， 子 ど もの本 の 多 くは フ ァ ン タ ジー的要素を内包 して い る
， 即ち ， 「超 自

　然の 日常へ の侵入 」 （杉山　1980）が何か し らの 形で 描か れ て い るた め ， realistic

　 fictionと は い え ， 不可思議な 出来事が起 こ る もの も対象 に 含 まれ る こ と に な る 。

（5） 仕事を もつ 祖母 が 2作 品 に お い て登場す る 。 ひ と りは家業 （個人商店）に従事

　 し （C）， もうひ と りは ダン ス 教師で あ る （D ）。 両人 に つ い て は ， 作 品中極め て 有

　能で 愛情深 い 主婦 と して の 面だ けが 強調 さ れ て い る もの の ，
こ の よ うな祖母像 は

　 新 しい タイ プ と い え る だ ろ う 。

  例 えば ， 『お ばあち ゃ ん の 時計』 （G）で は ， 「時間 と は何か 」「ひ とは ど うや っ て

　 時 を知 るか」とい うテ
ー

マ で 話 が展開され ， 祖母 は孫 に ， 「お ばあ ち ゃ んの ， し ら

　 がや ， か お の しわ がふ えて い くの で ， わか るだ ろ う ？お まえの あた ま も ，
い つ か

　 は ， お ばあ ちゃ ん の よ うに な る 。 人の
一

生 も ，
い ろ ん なや りか た で ， はか れ るね 。

　 た ん じ ょ うびや ，
い ろ ん な友だ ち が で きた り， じぶ ん が ， か わ っ た り， どんな お

　 もい で が で き るか で 」「もっ となが い 時間は ， 空 をめ ぐる星ぼ しが ， お し えて くれ

　 る」「ね ， 星た ち は ， 時っ て い う もの が ， 時計の な か に な ん か お さ ま りきれ な い っ

　 て
，

お しえて くれ て る 。 どん なに大 きな ， ふ り こ時計の なか に だ っ て さ」 と語 る 。

（7） Constant（1977）は， 児童文学 に お ける祖父母 と孫 との関係性 は
一

般的 に は 温

　 か い もの だ が ， 孫 が祖父母 に対 して 敵意 を示す もの もわ ずか な が らあ る こ とを指

　摘 し
， 祖父母 と孫 の 関係性の 「牧歌的 な」良好 性が 将来 に わた っ て描 か れ続 ける

　 の か ど うか に 注 目す る 。 今回検討 し た 絵本 の なか に世代 間 の コ ン フ リク トが描か

　 れ て い る もの は 見 あた らなか っ た が
， 絵本 の世界 に お け る世代間関係の 良好性 の

　 行方 も注 目さ れる とこ ろで あ る 。

（8） 外国作品の 場合 ， 原題 に grandma や grandpa と い う語が含まれ て い な くと も，

　邦題 に は ， お ば あさ ん ， お じい さん とい う語が入 っ て い る例 も多い
。

つ ま り， 邦

　 題 は 「孫か らみ た 祖父母」 とい う視線 の 方向が強調 され た もの とな っ て い る 。 こ

　 の こ と も， 祖父母世代 をひ とりの 個人 と して 見ずに ， 祖父母 とい う地位 と して と

　 らえ よう とす る姿勢が わが 国に お い て よ り強 い こ と を示 して い る と は い え な い か 。
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子ども絵本にお ける祖親性表現

　 例 えば ，
　Feather　PillQwsは 「お ばあ ち ゃ ん の は ね ま くら」，

　MrJordan 　in　the　Park

　 は 「お じい ち ゃ ん の こ うえ ん 」 と訳 され る 。 タイ トル を含め ， 原作が どの よう に

　 翻訳さ れ て い る の か と い う こ と も重 要 な問題 と い え る 。

  世代間関係 と は 常に 選好的に構築さ れ つ づ ける可 変的な もの で あ る と い う認識

　 も重 要 と思わ れ る 。

  　近年， 老人性痴呆 を取 り上 げた作 品が 現れ て きた こ とは意義深 し  例 えば ， 「わ

　 すれ な い よお ばあち ゃ ん 」（L ）， 「わすれ ない よお じ い ち ゃ ん」（M ）は 痴呆が進行

　 しつ つ あ る 祖父母 と孫 との 交流 を描い た もの で あるが
， 記述内容の正 確 さを期す

　 た め に ADRDA （Alzheimer
’

s　Disease　and 　Related　Disorders　Association）の

　 協力 を得て 制作 され て い る 。

  　児童文学 に お ける社会問題 の 記述 に つ い て は ， 「教育的・社会的な理 論に の っ と

　 っ て もち込 まれ るの で は な く， 生 き生 き と語 られ る物語の
一

部 と して 」描か れ る

　「感 情 的 リア リ ズ ム 1 が 必 要 との 主張 が な さ れ て い る （Hunt 訳 書 2001
，
371

　 頁）。

  　ジ ェ ン ダー視角か らの 祖親性研究 の動 向を簡単 に 述べ て お く。 祖母 ・祖父 の 異

　同 に 関わ る研究 を
一

覧す る と ， 基本的 に は ， 女 性が家族の 結 び つ き に対 し て よ り

　深 く関わ る ように 社会化 され
‘kinkeeper’ と しての 働 きが期待 され て い る こ と

，

　 ある い は， そ う した能力 に秀で て い る こ とを根拠 として ， 祖母 の 方が孫 と よ り緊

　密な関係を形成 しうる との 前提 にた つ もの が多 い
。 そ こに お い て は ， 祖 母の 役割

　は 母性 的 ・表出的， 祖父の 役割 は手段的な もの とされ る （Baranowski　1990，前

　原他 2000）。 しか し ， こ うした い わ ば伝統的 ジ ェ ン ダー
ロ
ール に 基づ く視点 に 対

　す る批判の な か か ら ， 祖母 を基準 と して祖親性 を測 る の で は な く， 祖母 ・祖父 の

　違 い をそれ ぞれ の 特徴 と して 把握 し ， また ， 両者 の共通点 を も見い だ そ うとす る

　視角が 現れ っ っ あ る （Thomas 　1989，清水 1994）。 例 えば ，
　 Thomas は，責任感

　情や ， 孫 との 結び つ き が人生 に 占め る重 要度 等多 くの 点 に お い て 両者 に違い はな

　 く，さ らに ，
こ れ らの性 役割 は 中高年期 に お い て androgyny な もの に な っ て い く

　 として ， その 個別性 を主張す る 。 こ の よ うに
， 伝統的 な ジ ェ ン ダー観 を超 えて

，

　男女 それぞ れ に と っ て の祖父 母経験の 意味す る とこ ろ を と ら え ， そ れ を踏 ま えて ，

　満足度 や負担感あ る い は ス トレ ス に つ い て考察す る研究 が充実 しつ つ ある 。

（13） Seefeldtら （1978）は ， 生徒 に高齢者に つ い て の 正 確な知識 を与 え るだ けで は な

　く， 実際に 高齢者 との 交流 をさせ る こ との有効性 を説 く。 例 と して ， Grandperson

　 Program （高齢者 ボ ラ ン テ ィ ア をク ラス に招 き ， 話 を き い た り，

一
緒 に パ ン を焼
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く等の 共同作業 をす る） を利用 す る こ と ， 自分の 祖父 母 へ の イ ン タ ビ ュ
ー を体験

させ る こ と ， が あ げられ て い る 。 Cox （1994）も， 加齢 に つ い て の正 確な知識， デ

ィ ス カ ッ シ ョ ン ， 祖父母世代の 人々 との 実際の 対話の 必 要性を指摘す る 。 また
，

Hittlemanら （1996）は ， 祖父母 と孫 との関わ りを取 り上 げた 本を利用 して 社会科

を教え る際の 学習 プ ラ ン を具体的 に提案 して い る 。
この 他 ， 教師や親 の た め の ノ

ン ・エ イ ジ ス トの ブ ッ ク リス ト も作成 さ れ て い る （McGuire 　1992
，
　Crawford

1996）。
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ABSTRACT

      Depictions of  Grandparents in Children's Picture Books

                                ONODERA,  Rika

(Graduate School of  Education, University of  Hokkaido)

     Kita-11, Nishi-7, Kita-ku, Sapporo, 060-0811 Japan

                       Email: vault@jeans.ocn.ne.jp

Children's picture books are  one  means  through  which  children  learn and

develop attitudes  towards  grandparents.

    The purpose of  this study  was  to investigate the characteristics  used  by

authors  and  illustrators to describe grandparent  characters.  A  total of  71 chil-

dren's picture books  published  in Japan since  1980 were  selected  and  the contents

analyzed.  The physical  traits used  to describe grandparents,  the  settings  in

which  grandparents are  portrayed,  the activities  that grandparents  engage  in

within  their families, and  the relationships  between  grandparents  and  their

grandchildren  were  examined.  The  following findings were  made,

    (1) In general,  grandpafents  in children's  picture  books are  dominated by

the stereotype  of  being old.

    It is clear  that the images  of  grandparents  in picture books  do not  represent

the multiple  realities  of  the grandparents  of  the readers  of  these books. Their

grandparents  are  often  still in the mainstream  of  life. A  very  large number  of

beoks  use  grandparents  as  a  vehicle  to explain  to youngsters  some  state  of

dependency  or  poor  health. Grandmothers  are  more  likely to be involved in

cooking  and  caring  for grandchildren, whereas  grandfathers are  more  likely to

be involved in teaching  activities  and  storytelling.

    (2) In Japanese picture books, grandparents are  often  depicted as  not  being

able  to live alone  and  as  being dependent on  their children  for survival.'Conse-

quently, grandparents  in these books are  overwhelmingly  portrayed as  not  being

independent.

    This stereotyping  of  grandparents  is a form  of  
"ageism."

 Authors  and

illustrators need  to present  a variety  of  books depicting a  diversity of  grand-

parents. Parents and  educators  need  to give actual  experiences  with  a  variety  of

grandparents  in order  to challenge  stereotypic  thinking.
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